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1899

1964

通信を支えて

1978 通信衛星

マイクロ波通信

海底ケーブル

小惑星探査機

2021

NEC 120年の歴史
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年
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1920

1900

1940

1960

1980

2000

2020

1899
ＡＩ技術の開発

1960
郵便宛名

読取り区分機

文字認識技術

生体認証

ＡＩ

ＡＩ技術開発 60年の歴史
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事業・テクノロジー紹介
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社会価値創造型企業への変革の取り組み



１．NECのAI「NEC the WISE」
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半世紀に及ぶ技術蓄積と事業実績、世界トップ性能をもつAI技術群を保有

NECのAIに対する取り組みの歴史

1960年

OCR 指紋認証 顔認証

SVM※2 ディープラーニング 異種混合学習

予測型意思
決定最適化

郵便宛名
読取り区分機

警察

人材マッチング・画像解析に適用
（RAPID機械学習）

需要予測などに適用

2000年

2010年

分析

対処

見える化 米国政府機関主催の性能評価

5回No.1
静止画：2009,2010,2013,2019年

動画 ：2017年

自律適応
制御

米国政府機関主催の性能評価

8回No.1
2003年～2016年

※2 SVM : Support Vector Machine

虹彩認証
米国政府機関主催の性能評価

No.1
2018年

出入国管理 国民ID
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人の知的創造活動を最大化するNECの最先端AI技術群

※1 米国政府機関主催の性能評価で5回のNo.1を獲得 ※2 米国政府機関主催の性能評価で8回のNo.1を獲得
※3 米国政府機関主催の性能評価(2018年)でNo.1を獲得 ※4 音響検知の国際技術評価イベント(DCASE2016)でNo.1を獲得

見える化

デジタル化
デ-タ良質化

学習型超解像

分析

意味・意図
理解

解釈付き分析

高精度分析

インバリアント分析

異種混合学習

RAPID機械学習

テキスト含意認識

時空間データ横断
プロファイリング

群衆行動解析

顧客プロフィール推定

対処

計画・最適化

予測型意思決定最適化

意図学習

音状況認識

時系列データ
モデルフリー分析

予測分析自動化

映像鮮明化

五感による
識別・認証

顔認証

音声・感情認識

物体指紋認証

光学振動解析

耳音響認証

指紋認証

識別ドット

Only1

Only1

Only1

Only1

No.1
※1

No.1
※2

Only1

Only1

Only1

No.1
※4

Only1

Only1

Only1

Only1

Only1

Only1

Only1

ログパターン分析
Only1

希少事象発見
Only1

虹彩認証
No.1

※3

グラフベース
関係性学習

データ意味理解
Only1

因果分析
Only1
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ゴールが1つに定まらない問題

経営判断 新商品開発 対人ケア

ゴールが定まった問題

安全な街 品質管理

White Box型
発見したルールを説明できる

Black Box型
発見したルールを説明できない

Visualization

Analysis

Prescription

White Box型AIとBlack Box型AI
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インバリアント分析

複数のセンサからなる時系列データからインバリアント(関係性)を抽出し

監視モデルを作成、それを利用し現在のセンサ時系列から異常を検知する技術

関係性の自動抽出（モデル化）

関係性の崩れの監視

時系列数値データ

１．それぞれの関係性は、その関係するコンポーネントの局所特性を捉えることができる。
２．大量の関係性を見出すことで、システム全体の特性を従来とは異なる視点から捉える

ことができる。
３．それぞれの関係性の変化を監視することでシステムの運用状態を理解することが可能。

←異常度

関係性のある２つの測定データ

異常箇所ランキング

ランク センサ名

1 センサ１

2 センサ２

3 センサ３
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顔認証活用の広がり

・本人確認を更に使いやすく、様々な用途に活用できるよう

実証実験も推進中

ウォークスルー入退出ゲート キャッシュレス・カードレス決済

NEC本社ビル 入退出ゲート NEC本社ビル 売店
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NECの生体認証「Bio-IDiom」

複数の認証技術（モーダル）を組み合わせる マルチモーダル認証技術

高精度・高セキュリティ

誰もが使いやすく

耳音響

指紋・掌紋

指静脈

声

顔

虹彩

複数のモーダルを
組み合わせ認証
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NECの生体認証

虹彩

耳音響
指紋・掌紋

指静脈

声

顔
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顔認証の特長

1. 自然な認証
顔は、普段から人間が相手を判別する手段として
利用している身近な認証方式であり、
利用者の心理的負担が少ない

2. 非接触・非拘束
指をかざす等の操作が不要なため、
特別なユーザ操作を強いることなく、
利便性に優れた認証が可能

3. 高い不正抑止効果
照合時の顔を「顔画像ログ」として残すなど、
管理者が目視確認することも可能であり、
高い不正抑止効果が期待できる

4. 専用装置が不要
一般的なWebカメラも利用可能であり、
登録用データとして既存の顔写真利用も可能なため、
専用装置が不要

顔認証は、生体認証の中でも特に 利便性に優れた認証方式

指紋

筆跡

顔認証

声虹彩

掌紋

耳
音響

静脈

DNA

NECの注力技術
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「セキュリティ強化」から「サービス高度化」まで幅広く活用可能！

顔認証の適用分野例

国家インフラ・
エリアセキュリティ

企業サービス

企業セキュリティ

機器組込み

重要施設監視国民ID

出入国管理

顔パス入場
（会員管理）

マーケティング
おもてなし
インフォメーション

思い出写真
検索

入退場管理

ログオン認証

出退勤管理

PCセキュリティ

ロボット

車載機器

金庫・ロッカー

複合機

Face
Recognition
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ＡＩ

ポリシー技術・
サービス

人材育成

ＡＩの社会実装に向けた取組み

ＡＩはますます社会に浸透していきます。

その時、「人と協調するＡＩ」となるには、何よ
り「信頼できるＡＩ」でなくてはなりません。

NECは「ポリシー」にのっとり、
「技術開発」と「人材育成」に取り組むことで、
信頼できる「人と協調するＡＩ」を実現し、
ＡＩの社会実装を加速させていきます。



２．ＡＩの取り組み
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NECのAI人材育成の歴史

2014
2015

2016
2017

2018
2019

2020

専門組織での
実践型OJT

分析専門組織OJT

NEC独自エンジン研修

デファクト
スタンダード
への対応

仮説検証
(PoC)

からの脱却

NEC
アカデミー

開講
AI人材の
即戦力化と
大量育成

NEC
アカデミー
Online開講

2013年10月から
AI人材育成を開始

分析人材認定制度

Python/Jupyter環境

パートナー連携

新入社員研修

AI人材データベース

大学社会人講座

ブートキャンプ

分析コンテスト

自己学習環境(砂場)

AIポータルサイト

採用活動強化

社会人リカレント

モデルカリキュラム

産官学連携強化

課題解決型学習(PBL)

NECアカデミーforAI

AI人材認定制度

AI人材コミュニティ

タレントマネジメント

エキスパート教育

応用基礎教育

リテラシー教育

NECアカデミーOnline
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他に類を見ない実践型教育に特化したAI人材育成プログラム

NECアカデミー for AI

https://jpn.nec.com/nec-academy/

NECアカデミー for AI 実践型教育

経験豊富なデータサイエンティスト

による実践指導 (メンター制度採用)

経産省が認定する1年間の長期育成プログラム
(第四次産業革命スキル習得講座:Reスキル講座)

実践型教育：卒業生100名以上※分析OJT含む

NECアカデミー for AI

入学コース

知識習得

 2019年開講以来のべ1,500名が受講(AI研修)
 AI人材に必要な専門スキルを習得するための

豊富な研修プログラム(約70種類)

 2020年7月よりNECアカデミーOnline開始

NECアカデミー for AI

オープンコース
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NECアカデミー for AI のスコープ

AIを社会実装する人材
⇒4種類のAI人材タイプを定義
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数理・データサイエンス・AI教育 (リテラシーレベル)の全国展開に関する

特別委員として参画し、モデルカリキュラムを作成

（参考）政府AI戦略：リテラシー教育
[出典]数理・データサイエンス教育強化

拠点コンソーシアム

数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）
モデルカリキュラム～データ思考の涵養～

http://www.mi.u-tokyo.ac.jp/consortium/model_literacy.html
http://www.mi.u-tokyo.ac.jp/consortium/pdf/newsletter06.pdf

使用教材



３. サイバーセキュリティの取り組み
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セキュリティ・バイ・デザイン(SBD)
システム企画・設計段階からセキュリティ対策を考慮した実装の仕組み

NECのセキュリティ対策方針

現状を

把握する

知らないものは
守れない

攻撃から

まもる

異常の

早期検知早期対処

正しく

つくる

基準に従い

正しく実装

正常を

つづける

弱点を修正し、正しい状態を

継続

SBDの思想に基づき、お客様の課題に寄り添った対策をご提案

セキュリティ・バイ・デザイン
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NECの強み

Display
Only
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NECのセキュリティプロフェッショナル人材

Display
Only
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システム開発の長年のセキュリティ対策ノウハウを蓄積

Display
Only
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高度なセキュリティサービスを提供するNECグループ企業

Display
Only
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国内外の政府機関との連携により、社会的責任を果たす

Display
Only
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「社会を守り続けるための基盤」と「グループ全体を守り続けてきた基盤」を
フル活用し、お客様のセキュリティを一貫（企画・導入・運用・評価）支援

NECの強みの活用

弊社の強み

フル
活用

NECのセキュリティ事業の強み NECグループ内セキュリティの強み

効率的な運用ノウハウ
（12万ユーザを15人で守るCSIRT）

強固かつ実践的な防御策
（侵入を想定した多層防御、見える化基盤）

確立したセキュリティマネジメント
（グループレベルのガバナンス）

人材基盤
（トップガン組織、国連携での育成体系など）

情報基盤
（政府・警察などとの強固なパイプなど）

技術基盤
（最先端の研究開発、AI活用など）

セキュリティ動向

攻撃の悪質化と被害増
・プロ集団による組織的攻撃
・攻撃手法の巧妙化
・対策自体も複雑化

セキュリティ人材の不足
・ハイレベル人材は、多くの
ベンダも不足感を認識

・ユーザ企業での育成は困難

政府機関からの対応要請増
・経産省 サイバーセキュリ
ティ経営ガイドラインなど

一貫
支援
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NECグループの「強固かつ徹底的に効率化されたセキュリティ」の実現をご支援

 貴社環境をもとに、TOBEへの変革移行を支援する「コンサルティングサービス」

 セキュリティの脅威への対応支援 および セキュリティ対策の継続的改善を行う

「セキュリティLCMサービス」

セキュリティ一貫ソリューション：セキュリティLCMサービス

コンサルティング
サービス

セキュリティ
LCMサービス

施策検討
ロードマップ

診断・評価 運用設計 導入 監視 対処
分析

運用改善

Ⅱ.標準PF Ⅲ.CSIRT運用

予防

Ⅰ.マネジメント運用

現状

NECモデルによる
運用の実現

変革移行（組織・ポリシ・基盤整備）

日々発生する脆弱性や
インシデントへの対応

（OODA）

脅威への変化に対応した
継続的な改善活動

（PDCA）
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 最先端なSASEを中心としたゼロトラストセキュリティ対策の導入も対応

 お客様の対策整備状況や、対応すべき脅威優先度に応じたサービス提供、段階的な提供範囲の拡充を可能な

サービス構成

セキュリティLCMサービスメニュー体系

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

L
C

M
サ
ー
ビ
ス

施策検討
ロードマップ

診断・評価 運用設計 導入 監視 対処
分析

運用改善

Ⅱ.標準PF Ⅲ.CSIRT運用

予防

Ⅰ.マネジメント運用

セキュリティ＆NW
(SASE)

SIEM*
傾向分析
運用改善
サービス

SNS監視
サービス

サイバー
脅威警戒情報
サービス

NCSP*
脆弱性管理
サービス

脆弱性診断・
ペネトレーション

テスト

セキュリティ
外部監査サービス

セキュリティPDCA管理支援サービス
(セキュリティ委員会事務局支援)

セキュリティ教育・
サイバー演習/訓練

年間/半期/四半期サイクル

セキュリティ
強化計画
サービス

セキュリティ強化計画サービス
(全体アセスメント+ロードマップ)

セキュリティルール設計・定着化支援サービス

CSIRT構築企画サービス CSIRT運用設計サービス

セキュリティ基盤企画サービス

ID管理／認証基盤
(iDaaS)

クラウドセキュリティ
(CASB）

SOC*
サービス

SIEM*監視
サービス

IR*支援
サービス

SIEM*ログ
解析サービス

フォレンジッ
クサービス

NCSP*
リモートIR*

端末セキュリティ
（NGAV/EDR）

日次/週次サイクル

*IR：Incident Response
*SOC：Security Operation Center
*SIEM： Security Information Event Management
*NCSP：NEC Cyber Security Platform

セキュリティ施策
導入支援サービス








